
(57)【要約】

　【課題】　励起光を生体に照射することによって発生

する蛍光を蛍光画像として観察する、自家蛍光内視鏡装

置であって、イメージインテンシファイアを使用するこ

となく、蛍光画像の輝度の増幅が可能な自家蛍光内視鏡

装置を提供することである。

　【解決手段】　励起光が照射されている間は、電子内

視鏡のCCDの複数個の単位セルに蓄積された電荷が加算

されるように、CCDおよびCCD用電荷検出アンプを制御す

る、ドライバ回路を有する構成とすることにより、上記

問題を解決した。

　【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 内 視 鏡 と 、 蛍 光 観 察 用 の 励 起 光 を 観 察 対 象 と し て の 生 体 に 照 射 可 能 な 電 子 内 視 鏡 用
プ ロ セ ッ サ と 、 を 有 す る 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 が 、
　 前 記 励 起 光 が 照 射 さ れ た 後 の 遮 光 時 に 、 前 記 電 子 内 視 鏡 の CCDの 複 数 個 の 単 位 セ ル に 蓄
積 さ れ た 電 荷 が 加 算 さ れ る よ う に 、 前 記 CCDお よ び CCD用 電 荷 検 出 ア ン プ を 制 御 す る 、 ド ラ
イ バ 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ は 、 前 記 励 起 光 が 照 射 さ れ て い る こ と を 報 知 す る 信 号 を 前
記 ド ラ イ バ 回 路 に 出 力 す る 制 御 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 自 家 蛍
光 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 励 起 光 が 照 射 さ れ た 後 の 遮 光 時 に お い て 電 荷 転 送 を 行 う 際 に 、 前 記 ド ラ イ バ 回 路 は
、 垂 直 方 向 の 電 荷 の 移 動 を 複 数 回 連 続 し て 行 い 、 垂 直 方 向 の 電 荷 の 移 動 を 連 続 し て 行 っ て
い る 間 は 水 平 方 向 の 電 荷 の 移 動 を 行 な わ な い よ う に 、 前 記 CCDを 制 御 す る こ と に よ っ て 垂
直 方 向 に 並 ぶ 複 数 個 の 単 位 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 加 算 さ れ る よ う に す る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 励 起 光 が 照 射 さ れ た 後 の 遮 光 時 に お い て 電 荷 転 送 を 行 う 際 に 、 前 記 ド ラ イ バ 回 路 は
、 水 平 方 向 の 電 荷 の 移 動 が 複 数 回 行 な わ れ て い る 間 に 、 前 記 電 荷 検 出 ア ン プ に １ 回 リ セ ッ
ト パ ル ス を 送 る よ う 、 前 記 CCDお よ び 前 記 電 荷 検 出 ア ン プ を 制 御 す る こ と に よ っ て 水 平 方
向 に 並 ぶ 複 数 個 の 単 位 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 加 算 さ れ る よ う に す る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 励 起 光 を 生 体 に 照 射 す る こ と に よ っ て 発 生 す る 蛍 光 を 蛍 光 画 像 と し て 観 察 す
る 、 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 紫 外 光 等 の 特 定 の 波 長 の 光 （ 励 起 光 ） を 生 体 に 照 射 す る こ と に よ っ て 、 生 体 は 蛍 光 を 発
す る （ 自 家 蛍 光 ） 。 が ん 細 胞 等 の 異 常 部 位 は 、 こ の 自 家 蛍 光 に よ る 蛍 光 の 量 が 少 な く な る
こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の 原 理 を 利 用 し て 、 生 体 に 励 起 光 を 照 射 し 、 蛍 光 を 発 す る 生 体 の
画 像 を 撮 影 し 、 そ の 蛍 光 の 濃 淡 か ら 生 体 の 病 態 を 判 断 す る 、 自 家 蛍 光 観 察 法 が 広 く 利 用 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 、 自 家 蛍 光 観 察 に 利 用 さ れ る 内 視 鏡 装 置 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の
が あ る 。 上 記 文 献 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 は 、 蛍 光 観 察 時 に 、 励 起 光 用 フ ィ ル タ を 照 明 光 路 内
に 介 挿 し て 被 写 体 に 励 起 光 を 照 射 し 、 内 視 鏡 （ フ ァ イ バ ス コ ー プ ） の 対 物 光 学 系 で 結 像 さ
れ て イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル 及 び 接 眼 光 学 系 を 通 し て 得 ら れ る 光 学 像 を 、 光 フ ァ
イ バ で フ ァ イ バ ス コ ー プ 外 部 に 設 置 さ れ た イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア に 蛍 光 観 察 用 フ ィ
ル タ 等 を 介 し て 送 り 、 イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア に よ っ て 輝 度 の 増 幅 さ れ た 映 像 を Ｃ Ｃ
Ｄ な ど の 固 体 撮 像 素 子 で 蛍 光 画 像 と し て 撮 像 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 文 献 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 は 、 高 価 な イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア を 使 用 し て い る た
め 、 シ ス テ ム 全 体 の コ ス ト が 増 大 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 上 記 文 献 に 記 載 の 内 視
鏡 装 置 は 、 フ ァ イ バ ス コ ー プ 外 部 の イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア と フ ァ イ バ ス コ ー プ の イ
メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル と を 光 フ ァ イ バ （ 第 ２ の イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
） で 接 続 す る 必 要 が あ る 。 光 フ ァ イ バ に よ る 損 失 を 抑 え る た め に 、 光 フ ァ イ バ の 長 さ を 極
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力 短 く す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 こ の よ う な 内 視 鏡 装 置 は 、 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ の 取 り ま
わ し が 光 フ ァ イ バ に よ っ て 制 限 さ れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ５ ５ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア を 使 用 す る こ と な
く 、 蛍 光 画 像 の 輝 度 の 増 幅 が 可 能 な 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 は 、 励 起 光 が 照 射 さ れ た 後 の
遮 光 時 に 、 電 子 内 視 鏡 の CCDの 複 数 個 の 単 位 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 加 算 さ れ る よ う に 、 C
CDお よ び CCD用 電 荷 検 出 ア ン プ を 制 御 す る 、 ド ラ イ バ 回 路 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 蛍 光 画 像 の 各 画 素 の 輝 度 は 電 荷 の 量 が 大 き く な る ほ ど 高 く な る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ
ば 、 複 数 個 の 単 位 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を 加 算 し て 得 ら れ た 電 荷 か ら 蛍 光 画 像 の 各 画 素 の
輝 度 を 演 算 で き る た め 、 蛍 光 画 像 の 輝 度 を 増 幅 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 自 家 蛍 光 内 視 鏡 装 置 に よ れ ば 、 イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア を
用 い る こ と な く 、 蛍 光 画 像 の 輝 度 を 増 幅 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 1は 、 本 発 明 の 実 施 形
態 の 内 視 鏡 装 置 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。 内 視 鏡 装 置 1は 、 電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー
プ ） 100と 、 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 200と 、 モ ニ タ 300を 有 す る 。 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ
サ 200は 、 電 子 内 視 鏡 100に 通 常 観 察 用 の 照 明 光 お よ び 蛍 光 観 察 用 の 励 起 光 を 選 択 的 に 供 給
す る 。 ま た 、 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 200は 、 電 子 内 視 鏡 100か ら の 画 像 信 号 を 処 理 し て NT
SC信 号 等 の ビ デ オ 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ 300に 送 信 す る 。 モ ニ タ 300は 、 ビ デ オ 信 号 を 映 像
と し て そ の ス ク リ ー ン 上 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 電 子 内 視 鏡 100は 、 対 物 光 学 系 101と 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル 102と 、 CCDユ ニ ッ
ト 110と 、 ド ラ イ バ 回 路 104と 、 CDS(Correlated Double Sampling Circuit)105と 、 を 有 す
る 。 ま た 、 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 200は 、 MPU201と 、 光 源 ユ ニ ッ ト 202と 、 DSP203と 、 メ
モ リ 204と 、 A/Dコ ン バ ー タ 205と 、 D/Aコ ン バ ー タ 206と 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 207と 、 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル 102の 基 端 側 は 、 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 200の 光 源 ユ ニ
ッ ト 202に 光 学 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル 102の 先 端 側 は
電 子 内 視 鏡 100の 挿 入 管 先 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 光 源 ユ ニ ッ ト 202か ら の 光 束 は 、 ラ
イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル 102を 通 っ て 電 子 内 視 鏡 100の 先 端 か ら 放 射 さ れ 、 電 子 内 視 鏡
100の 先 端 周 辺 を 照 明 す る 。 光 源 ユ ニ ッ ト 202は 面 順 次 方 式 に よ っ て 、 RGB3色 の 光 及 び 励 起
光 と し て の 紫 外 光 を 順 次 周 期 的 に 放 射 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 照 明 さ れ た 電 子 内 視 鏡 100の 先 端 周 辺 の 光 学 像 は 、 対 物 光 学 系 101に よ っ て CCDユ ニ ッ ト 1
10の 受 光 面 上 で 結 像 す る 。 CCDユ ニ ッ ト 110は ド ラ イ バ 回 路 104の 生 成 す る タ イ ミ ン グ パ ル
ス に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 CCDユ ニ ッ ト 110は 、 一 定 の タ イ ミ ン グ で そ の 受 光 面 上 で 結 像 し た
光 学 像 を 1フ レ ー ム の 画 像 信 号 に 変 換 し 、 CDS105に 送 信 す る 。 こ の タ イ ミ ン グ は 、 光 源 ユ
ニ ッ ト 202に よ っ て 照 射 さ れ る 光 束 の 種 類 が 切 り 換 わ る タ イ ミ ン グ と 同 期 し て お り 、 あ る 1
フ レ ー ム の 映 像 信 号 が 撮 像 さ れ て い る 間 は 、 RGBお よ び 紫 外 光 の う ち の い ず れ か 1種 類 の み
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の 光 束 が 照 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。 CDS105は 、 CCDユ ニ ッ ト 110か ら の 画 像 信 号 を 処 理
し て 、 A/D変 換 に 適 し た CDS信 号 を 生 成 す る 。 CDS信 号 は 、 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 200の A/
Dコ ン バ ー タ 205に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 A/Dコ ン バ ー タ 205は CDS信 号 の サ ン プ リ ン グ を 行 な い 、 離 散 化 す る 。 離 散 化 さ れ た 信 号
は DSP203に 送 ら れ 、 γ 補 正 等 の 画 像 処 理 を 行 な っ た 後 に デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ と し て メ モ リ
204に 保 存 さ れ る 。 メ モ リ 204に は 、 RGB3色 の 光 束 に よ っ て 得 ら れ た 通 常 画 像 デ ー タ 及 び 紫
外 光 照 射 に よ っ て 得 ら れ た 蛍 光 画 像 デ ー タ が そ れ ぞ れ 保 存 さ れ る 。 ま た 、 DSP203は 、 メ モ
リ 204に 保 存 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ を 読 み 出 し て 合 成 し 、 D/Aコ ン バ ー タ 206に 送 信 す
る 。 D/Aコ ン バ ー タ 206は 、 合 成 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ を ア ナ ロ グ 化 し 、 ビ デ オ エ ン コ
ー ダ （ 不 図 示 ） に て NTSC等 の ビ デ オ 信 号 に 変 換 し て モ ニ タ 300に 送 信 す る 。 MPU201は 、 上
記 の 各 処 理 が 正 し く 行 な わ れ る よ う に 、 光 源 ユ ニ ッ ト 202、 DSP203、 メ モ リ 204、 A/Dコ ン
バ ー タ 205、 D/Aコ ン バ ー タ 206を 制 御 す る 。 例 え ば 、 A/Dコ ン バ ー タ 205の 離 散 化 の サ ン プ
リ ン グ レ ー ト を 決 定 す る 。 A/Dコ ン バ ー タ 205は 、 こ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト を 用 い て CDS信
号 を 離 散 化 す る 。 ま た 、 こ の サ ン プ リ ン グ レ ー ト は 、 DSP203に よ る デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ 生
成 に も 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 207は 、 水 平 同 期 信 号 お よ び 垂 直 同 期 信 号 を 生 成 す る 。
こ れ ら の 同 期 信 号 は 、 電 子 内 視 鏡 100の ド ラ イ バ 回 路 104お よ び 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ 20
0の DSP203、 A/Dコ ン バ ー タ 205に 送 信 さ れ る 。 電 子 内 視 鏡 100の ド ラ イ バ 回 路 104は 、 同 期
信 号 か ら タ イ ミ ン グ パ ル ス を 生 成 し 、 CCDユ ニ ッ ト 110お よ び CDS105に 送 信 す る 。 CCDユ ニ
ッ ト 110は こ の タ イ ミ ン グ パ ル ス に 基 づ く タ イ ミ ン グ で 撮 像 動 作 を 行 な う 。 ま た 、 CDS105
は 、 こ の タ イ ミ ン グ パ ル ス を 用 い て CCDユ ニ ッ ト 110か ら の 画 像 信 号 を 処 理 す る 。 ま た 、 A/
Dコ ン バ ー タ 205は 、 同 期 信 号 と サ ン プ リ ン グ レ ー ト か ら サ ン プ リ ン グ の タ イ ミ ン グ を 決 定
し 、 こ の タ イ ミ ン グ で CDS信 号 を 離 散 化 す る 。 ま た 、 DSP203は 、 同 期 信 号 と サ ン プ リ ン グ
レ ー ト と を 用 い て 画 像 の 縦 横 の 画 素 数 を 算 出 し 、 こ の 画 素 数 を 用 い て A/Dコ ン バ ー タ 205の
出 力 を デ ジ タ ル 画 像 デ ー タ に 変 換 す る 。 ま た 、 同 期 信 号 は MPU201に 出 力 さ れ て お り 、 MPU2
01は 同 期 信 号 を 用 い て RGB3色 の 光 及 び 紫 外 光 の 放 射 タ イ ミ ン グ を 決 定 す る 。 具 体 的 に は 、
垂 直 同 期 信 号 の 入 力 タ イ ミ ン グ で 光 源 ユ ニ ッ ト か ら の 光 束 の 種 類 が 切 り 換 わ る よ う に な っ
て い る 。
こ の 結 果 、 あ る 1フ レ ー ム の 映 像 信 号 が 撮 像 さ れ て い る 間 は 、 RGB3色 の 光 お よ び 紫 外 光 の
う ち の い ず れ か 1種 類 の み の 光 束 が 照 射 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に よ る CCDユ ニ ッ ト 110の ブ ロ ッ ク 図 を 図 2に 示 す 。 CCDユ ニ ッ ト 110は 、 CCD11
1、 電 荷 検 出 ア ン プ (FDA)112、 お よ び バ ッ フ ァ Bを 有 す る 。 CCD111は 、 フ レ ー ム ト ラ ン ス フ
ァ ー 型 の CCDで あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 CCD111は 、 電 荷 蓄 積 部 111aと 、 水 平 転 送 部 111bと 、 第 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 IH1と 、 第
2水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 IH2と 、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 IV1と 、 第 2垂 直 パ ル ス 入 力 端 IV2
と 、 を 有 す る 。 電 荷 蓄 積 部 111aは 、 対 物 光 学 系 101に よ る 光 学 像 が 投 影 さ れ る 領 域 で あ る
。 電 荷 蓄 積 部 111aは 単 位 セ ル 111dが n行 n列 の 格 子 状 に 配 列 さ れ た も の で あ る 。 水 平 転 送 部
111bは 、 電 荷 蓄 積 部 111aの 一 辺 111f上 に 隣 接 し て お り 、 セ ル 111eが 一 列 に 配 置 さ れ た も の
で あ る 。 セ ル 111eの 数 は 、 電 荷 蓄 積 部 111aの 一 辺 111f上 に 配 列 さ れ た 単 位 セ ル 111dの 数 と
同 数 又 は そ れ 以 上 で あ る 。 セ ル 111eの そ れ ぞ れ は 、 電 荷 蓄 積 部 111aの 一 辺 111f上 に 配 列 さ
れ た 単 位 セ ル 111dの そ れ ぞ れ と 隣 接 し て い る 。 ま た 、 水 平 転 送 部 111bの 一 端 (図 2中 左 端 )
の セ ル 111eは 、 FDA112と 接 続 さ れ て い る 。 第 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 IH1と 、 第 2水 平 転 送
パ ル ス 入 力 端 IH2と 、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 IV1と 、 第 2垂 直 パ ル ス 入 力 端 IV2は ド ラ イ
バ 回 路 104と 接 続 さ れ て お り 、 ド ラ イ バ 回 路 104は 各 入 力 端 に パ ル ス を 送 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 対 物 光 学 系 101を 通 る 光 束 が 単 位 セ ル 111dに 入 射 す る と 、 光 束 の 強 度 に 応 じ た 量 の 電 荷
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が 単 位 セ ル 111dの そ れ ぞ れ に 蓄 積 さ れ る 。 従 っ て 、 対 物 光 学 系 101に よ る 像 が 一 定 時 間 電
荷 蓄 積 部 111a上 で 結 像 し て い る と 、 電 荷 蓄 積 部 111aを 構 成 す る 単 位 セ ル 111dの そ れ ぞ れ に
は 、 単 位 セ ル 111d上 に お け る 光 学 像 の 輝 度 に 応 じ た 量 の 電 荷 が 蓄 積 さ れ る 。 第 1垂 直 転 送
パ ル ス 入 力 端 IV1と 第 2垂 直 パ ル ス 入 力 端 IV2に 所 定 の パ ル ス を 入 力 す る と 、 単 位 セ ル 111d
の そ れ ぞ れ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 は 、 そ の 単 位 セ ル の 水 平 転 送 部 111b側 (垂 直 方 向 )に 隣 接 す る
単 位 セ ル に 移 動 す る 。 ま た 、 水 平 転 送 部 111bと 隣 接 す る 単 位 セ ル 111dに 蓄 積 さ れ た 電 荷 は
、 隣 接 す る セ ル 111eに 移 動 す る 。 ま た 、 第 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 IH1と 第 2水 平 転 送 パ ル
ス 入 力 端 IH2に 所 定 の パ ル ス を 入 力 す る と 、 水 平 転 送 部 111bの セ ル 111eの そ れ ぞ れ に 蓄 積
さ れ た 電 荷 は 、 そ れ ぞ れ の セ ル の FDA112側 (水 平 方 向 )に 隣 接 す る セ ル に 移 動 す る 。 FDA112
と 接 続 さ れ た セ ル 111eに 蓄 積 さ れ た 電 荷 は 、 FDA112に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 FDA112は 、 そ こ に 送 ら れ た 電 荷 を 電 位 の 変 化 に 変 換 す る 回 路 で あ る 。
FDA112は 、 ス イ ッ チ SWを 有 す る 。 ス イ ッ チ SWに リ セ ッ ト パ ル ス を 送 る こ と に よ り 、 前 回 リ
セ ッ ト パ ル ス 送 信 後 、 FDA112に 送 ら れ た 電 荷 が 電 位 に 変 換 さ れ る 。 FDA112に よ っ て 変 換 さ
れ た 電 位 の 変 化 は バ ッ フ ァ Bに 伝 達 さ れ る 。 な お 、 FDAの 機 構 に つ い て は 、 公 知 で あ る の で
説 明 は 省 略 す る 。 バ ッ フ ァ Bは 広 帯 域 バ ッ フ ァ で あ り 、 こ の 電 位 の 変 化 を 低 イ ン ピ ー ダ ン
ス で CDS105に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 CCD111の 電 荷 蓄 積 部 111a上 で 結 像 し た 像 の 画 像 情 報 は 、 画 像 信 号 と し て
CDS105に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 例 に お い て は 、 フ レ ー ム ト ラ ン ス フ ァ ー 型 CCDを 用 い て い る が 、 本 発 明 の
内 視 鏡 装 置 の 電 子 内 視 鏡 は 、 フ レ ー ム ト ラ ン ス フ ァ ー 型 CCDの 代 わ り に イ ン タ ー ラ イ ン 型 C
CDを 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 図 8は 、 図 2の CCDユ ニ ッ ト 110の 代 わ り に 利 用 可 能 な 、 イ
ン タ ー ラ イ ン 型 CCDを 利 用 し た CCDユ ニ ッ ト 1110の ブ ロ ッ ク 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 CCDユ ニ ッ ト 1110は 、 イ ン タ ー ラ イ ン 型 CCD1111と 、 FDA1112と 、 バ ッ フ ァ Bを 有 す る 。 イ
ン タ ー ラ イ ン 型 CCD1111は 、 受 光 部 列  (感 光 部 )1111aと 、 水 平 転 送 部 (HCCD)1111b、 垂 直 転
送 部 (VCCD)1111h、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IV11、 第 2垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IV12、
第 1 水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH11、 第 2水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH12、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 受 光 部 列 1111aは 、 垂 直 方 向 に 並 ぶ 受 光 セ ル 1111dの 列 で あ る 。 1列 の 受 光 部 列 1111aに は
M個 の 受 光 セ ル 1111dが 含 ま れ る 。 ま た 、 受 光 部 列 1111aは 水 平 方 向 に N列 配 列 さ れ て い る 。
1列 の 受 光 部 列 1111aの 一 水 平 方 向 に は 、 VCCD1111hが 隣 接 し て い る 。  VCCD1111hは 、 垂 直
方 向 に 並 ぶ 垂 直 転 送 セ ル 1111iの 列 で あ る 。 1列 の VCCD1111hに は M個 の 垂 直 転 送 セ ル 1111i
が 含 ま れ る 。  VCCD1111hの 垂 直 転 送 セ ル 1111iの そ れ ぞ れ は 、 隣 接 す る 受 光 部 列 1111aの 受
光 セ ル 1111dの そ れ ぞ れ と 1対 1の 関 係 を 成 し て い る 。  VCCD1111hは マ ス ク 等 に よ っ て 常 時
遮 光 さ れ て お り 、 CCD1111に 入 射 し た 光 束 が VCCD1111hに 入 ら な い よ う に な っ て い る 。 す な
わ ち 、  CCD1111に 入 射 し た 光 束 は 、 受 光 セ ル 1111dの み に よ っ て 受 光 さ れ 、 受 光 光 量 に 応
じ た 電 荷 が 蓄 積 さ れ る 。 受 光 セ ル 1111dの そ れ ぞ れ に 蓄 積 さ れ た 電 荷 は 、 後 述 の 電 荷 転 送
動 作 に 応 じ て 予 め 隣 接 す る 垂 直 転 送 セ ル 1111iに 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 HCCD1111bは 、 VCCD1111hの 一 端 1111f(図 8中 下 端 )に 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 。 HCCD1111
bに は 、 N個 の 水 平 転 送 セ ル  111eが 水 平 方 向 に 1列 に 並 ん で い る 。 水 平 転 送 セ ル 1111eの そ
れ ぞ れ は 、 1111f上 に 配 置 さ れ た 垂 直 転 送 セ ル 1111iを 介 し て そ れ ぞ れ の  VCCD1111hと 1対 1
の 関 係 を 成 し て い る 。 ま た 、 HCCD1111bの 一 端 1111g(図 8中 左 端 )に 隣 接 す る 水 平 転 送 セ ル 1
111eは 、  FDA1112と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ レ ー ム ト ラ ン ス フ ァ ー 型 CCDと 同 様 、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IV11、 第 2垂 直 転 送
パ ル ス 入 力 端 子 IV12、 第 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子  IH11、 第 2水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH1
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2に は 、 ド ラ イ バ 回 路 104(図 1)か ら の 転 送 パ ル ス が 送 信 さ れ る 。 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端
子 IV11お よ び 第 2垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IV12は 、 受 光 セ ル 1111dの そ れ ぞ れ と 接 続 さ れ て
い る 。 ま た 、 第 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH11お よ び 第 2水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH12は 、
水 平 転 送 セ ル 1111eの そ れ ぞ れ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 8に 示 し た CCDユ ニ ッ ト 1110に お い て 、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IV11お よ び 第 2垂 直
転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IV12に 垂 直 転 送 パ ル ス が 送 ら れ る と 、 VCCD1111hの 垂 直 転 送 セ ル 1111i
の そ れ ぞ れ に 転 送 さ れ 蓄 積 さ れ た 電 荷 は 、 そ の 垂 直 転 送 セ ル と 垂 直 方 向 HCCD111b向 き に 隣
接 す る 垂 直 転 送 セ ル 1111iま た は 水 平 転 送 セ ル 1111eに 移 動 す る 。 VCCD1111hの 一 端 1111f上
に 並 ぶ 垂 直 転 送 セ ル 1111iに 転 送 さ れ 蓄 積 さ れ た 電 荷 は 、 水 平 転 送 セ ル 1111eに 転 送 さ れ る
。 な お 、 図 8に 示 し た 一 例 に お い て は 、 2相 転 送 電 極 方 式 に よ り 電 荷 が 垂 直 方 向 に 転 送 さ れ
る 構 成 と な っ て い る が 、 単 相 転 送 電 極 方 式 、 3相 転 送 電 極 方 式 、 4相 転 送 電 極 方 式 等 、 他 の
方 式 に よ り 電 荷 が 垂 直 方 向 に 転 送 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH11お よ び 第 2水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 子 IH12に 水 平 転
送 パ ル ス が 送 ら れ る と 、 HCCD1111bの 水 平 転 送 セ ル  1111eの そ れ ぞ れ に 転 送 さ れ 蓄 積 さ れ
た 電 荷 は 、 そ の 水 平 転 送 セ ル 1111eと 水 平 方 向 FDA1112向 き に 隣 接 す る 水 平 転 送 セ ル 1111e
ま た は  FDA1112に 移 動 す る 。 HCCD111bの 一 端 1111gに 隣 接 す る 水 平 転 送 セ ル 1111eに 転 送 さ
れ 蓄 積 さ れ た 電 荷 は 、 FDA1112に 転 送 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 2相 転 送 電 極
方 式 に よ り 電 荷 が 垂 直 方 向 に 転 送 さ れ る 構 成 と な っ て い る が 、 単 相 転 送 電 極 方 式 、 3相 転
送 電 極 方 式 、 4相 転 送 電 極 方 式 等 、 他 の 方 式 に よ り 電 荷 が 水 平 方 向 に 転 送 さ れ る 構 成 と し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 イ ン タ ー ラ イ ン 型 CCDを 使 用 す る 場 合 で あ っ て も 、 垂 直 転 送 パ ル ス と 水
平 転 送 パ ル ス を CCDに 入 力 す る こ と に よ り 、 受 光 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を FDAに 送 る こ と が
で き る 。 な お 、 FDA1112及 び バ ッ フ ァ Bの 動 作 は 図 2に 示 し た CCDユ ニ ッ ト と 同 一 の 構 成 で あ
る た め 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 光 源 ユ ニ ッ ト 202に よ る 光 束 の 種 類 切 換 、 お よ び CCD111の 各 セ
ル 間 の 電 荷 の 移 動 は 、 図 3～ 7に 示 す タ イ ム チ ャ ー ト に 従 っ て 制 御 さ れ る 。 図 3は 、 本 実 施
形 態 に よ る 、 光 源 ユ ニ ッ ト 202に よ る 光 束 の 種 類 切 換 、 MPU201か ら ド ラ イ バ 回 路 104に 送 ら
れ る Select信 号 、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 IV1お よ び 第 2垂 直 パ ル ス 入 力 端 IV2に 送 ら れ る
パ ル ス Φ V、 1水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 IH1と 第 2水 平 転 送 パ ル ス 入 力 端 IH2に 送 ら れ る パ ル ス
Φ H、 FDA112の ス イ ッ チ SWに 送 ら れ る リ セ ッ ト パ ル ス 、 バ ッ フ ァ Bか ら CDS105に 送 ら れ る 画
像 信 号 、 の 変 移 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 3に 示 さ れ る よ う に 、 光 源 ユ ニ ッ ト 202は 一 定 間 隔 お き に 、 赤 色 光 (R)発 光 -遮 光 -緑 色
光 (G)発 光 -遮 光 -青 色 光 (B)発 光 -遮 光 -紫 外 光 (UV)発 光 -遮 光 を 周 期 的 に 繰 り 返 し て い る 。 S
elect信 号 は 、 UV発 光 時 と そ の 次 の 遮 光 時 に 印 加 さ れ る よ う に な っ て い る 。 Φ V、 Φ H、 リ
セ ッ ト パ ル ス は 共 に 遮 光 時 に 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。 リ セ ッ ト パ ル ス が 遮 光 時 の み
に 入 力 さ れ る の で 、 画 像 信 号 も ま た 遮 光 時 の み に 出 力 さ れ る 。 従 っ て 、 R発 光 時 に 電 荷 蓄
積 部 111a上 で 結 像 し た 光 学 像 の 画 像 信 号 は 、 R発 光 の 次 の 遮 光 時 に 出 力 さ れ る 。 同 様 に 、 G
、 B、 UV発 光 時 に 電 荷 蓄 積 部 111a上 で 結 像 し た 光 学 像 の 画 像 信 号 は そ れ ぞ れ 、 そ の 発 光 の
次 の 遮 光 時 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 4は 、 図 3に お け る R発 光 の 次 の 遮 光 時 aの 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 時 間 a'は 、 Φ
Vの パ ル ス が 立 ち 下 が る 直 前 か ら 、 Φ Hの パ ル ス が 数 回 入 力 さ れ た 時 刻 ま で の 間 の 時 間 で あ
る 。
な お 、 G発 光 の 次 の 遮 光 時 b、 B発 光 の 次 の 遮 光 時 cに お い て 、 Φ V、 Φ H、 リ セ ッ ト パ ル ス は
遮 光 時 aと 同 じ タ イ ミ ン グ で 入 力 さ れ る 。 な お 、 Φ Vの パ ル ス 入 力 は 、 本 来 は 、 第 2垂 直 パ
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ル ス 入 力 端 IV2へ の パ ル ス 入 力 を 、 第 1垂 直 転 送 パ ル ス 入 力 端 IV1へ の パ ル ス 入 力 よ り も 若
干 遅 ら せ る よ う 構 成 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 に お い て は 図 面 の 簡 略 化 の た め 、 第 1垂 直
転 送 パ ル ス 入 力 端 IV1へ の パ ル ス 入 力 と 第 2垂 直 パ ル ス 入 力 端 IV2へ の パ ル ス 入 力 と を 1つ の
パ ル ス と し て 表 現 し て い る 。 図 4に 示 さ れ る よ う に 、 Φ Vの パ ル ス は 一 定 間 隔 お き に 入 力 さ
れ て い る 。 一 回 の パ ル ス 入 力 で 、 電 荷 蓄 積 部 111aの 各 単 位 セ ル 111dに 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 、
水 平 転 送 部 111bに 向 か っ て 一 段 移 動 す る 。 従 っ て 、 遮 光 時 中 に Φ Vの パ ル ス は n回 入 力 さ れ
る 。 Φ Vの パ ル ス の 入 力 が 終 わ っ て 次 の パ ル ス が 入 力 さ れ る ま で の 間 、 Φ Hの パ ル ス と リ セ
ッ ト パ ル ス が 複 数 回 入 力 さ れ る 。 Φ Hの パ ル ス と リ セ ッ ト パ ル ス の 入 力 タ イ ミ ン グ を 図 5を
用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 5は 、 図 4に お け る 時 間 a'の 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Φ V
の パ ル ス の 入 力 が 終 わ っ て 次 の パ ル ス が 入 力 さ れ る ま で の 間 、 Φ Hの パ ル ス は n回 入 力 さ れ
る 。 ま た 、 リ セ ッ ト パ ル ス は Φ Hの パ ル ス の 立 ち 上 が り に 同 期 し て 立 ち 上 が り 、 Φ Hの パ ル
ス が 立 ち 下 が る 前 に リ セ ッ ト パ ル ス は 立 ち 下 が る 。 Φ Hの パ ル ス が 立 ち 上 が っ て い な い 間
に 電 荷 が FDA112に 送 ら れ 、 次 に リ セ ッ ト パ ル ス が 立 ち 上 が る ま で の 期 間 、 信 号 電 荷 に 応 じ
た 電 位 差 (図 5中 で は S1～ S4)が バ ッ フ ァ Bに 出 力 さ れ る 。 リ セ ッ ト パ ル ス の そ れ ぞ れ は Φ H
の パ ル ス の そ れ ぞ れ と 同 期 し て 入 力 さ れ る た め 、 水 平 転 送 部 111bの 各 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電
荷 が 、 セ ル ご と に 電 位 差 に 変 換 さ れ て バ ッ フ ァ Bに 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 述 の よ う に 、 Φ Vの パ ル ス の 入 力 が 終 わ っ て 次 の Φ Vの パ ル ス が 入 力 さ れ る ま で の 間 、
Φ Hの パ ル ス と リ セ ッ ト パ ル ス が 入 力 さ れ る た め 、 R発 光 時 、 G発 光 時 、 B発 光 時 に CCD111に
投 影 さ れ た 像 は 、 そ れ ぞ れ 解 像 度 n× nの 画 像 情 報 と し て CDS105に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 6は 、 図 3に お け る UV発 光 の 次 の 遮 光 時 dの 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 ド ラ イ バ 回
路 104は 、 現 在 が UV発 光 の 次 の 遮 光 時 で あ る か ど う か を 、 Select信 号 が 入 力 さ れ て い る か
ど う か に よ っ て 判 断 し て い る 。 図 6に 示 さ れ る よ う に 、 一 定 間 隔 お き に Φ Vの パ ル ス が 2回
ず つ 入 力 さ れ て い る 。 こ の 連 続 す る 2回 の パ ル ス 入 力 で 、 電 荷 蓄 積 部 111aの 各 単 位 セ ル 111
dに 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 、 水 平 転 送 部 111bに 向 か っ て 2段 移 動 す る 。 こ の 時 、 水 平 転 送 部 111b
に 向 か う 方 向 に 並 ん だ 2つ の 単 位 セ ル 111dに 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 加 算 さ れ て 水 平 転 送 部 111b
の セ ル 111eの そ れ ぞ れ に 蓄 積 さ れ る 。 Φ Vの パ ル ス の 連 続 入 力 が 終 わ っ て 次 の パ ル ス が 連
続 入 力 さ れ る ま で の 間 、 Φ Hの パ ル ス と リ セ ッ ト パ ル ス が 複 数 回 入 力 さ れ る 。 Φ Hの パ ル ス
と リ セ ッ ト パ ル ス の 入 力 タ イ ミ ン グ を 図 7を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 7は 、 図 6に お け る 時 間 d'の 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。 な お 、 時 間 d'は 、 Φ Vの パ
ル ス の 連 続 入 力 の う ち 後 側 の パ ル ス が 立 ち 下 が る 直 前 か ら 、 Φ Hの パ ル ス が 数 回 入 力 さ れ
た 時 刻 ま で の 間 の 時 間 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Φ Vの パ ル ス の 連 続 入 力 が 終 わ っ
て 次 の パ ル ス が 入 力 さ れ る ま で の 間 、 Φ Hの パ ル ス は n回 入 力 さ れ る 。 ま た 、 リ セ ッ ト パ ル
ス は Φ Hの 奇 数 個 目 の パ ル ス の 立 ち 上 が り に 同 期 し て 立 ち 上 が り 、 Φ Hの パ ル ス が 立 ち 下 が
る 前 に リ セ ッ ト パ ル ス は 立 ち 下 が る 。 Φ Hの パ ル ス が 立 ち 上 が っ て い な い 間 に 電 荷 が FDA11
2に 送 ら れ 、 次 に リ セ ッ ト パ ル ス が 立 ち 上 が る ま で の 期 間 、 信 号 電 荷 に 応 じ た 電 位 差 (図 5
中 で は S1、 S2)が バ ッ フ ァ Bに 出 力 さ れ る 。 リ セ ッ ト パ ル ス の そ れ ぞ れ は Φ Hの パ ル ス が 2回
入 力 さ れ る 間 に 1回 入 力 さ れ る た め 、 水 平 転 送 部 111bの 各 セ ル に 蓄 積 さ れ た 電 荷 が 、 連 続
す る 2つ の セ ル ご と に 加 算 さ れ て 電 位 差 に 変 換 さ れ て バ ッ フ ァ Bに 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 述 の よ う に 、 Φ Vの パ ル ス の 入 力 が 終 わ っ て 次 の パ ル ス が 入 力 さ れ る ま で の 間 、 Φ Hの
パ ル ス と リ セ ッ ト パ ル ス が 入 力 さ れ る た め 、 UV発 光 時 に 投 影 さ れ た 像 は 、 そ れ ぞ れ 解 像 度
n/2× n/2の 画 像 情 報 と し て CDS105に 送 ら れ る 。 ま た 、 バ ッ フ ァ Bに 送 ら れ る 電 位 差 の そ れ
ぞ れ は 、 4つ の 単 位 セ ル 111dに 蓄 積 さ れ た 電 荷 の 合 計 を 電 位 差 に 変 換 し た も の で あ る た め
、 CDS105に 送 ら れ る 画 像 情 報 に お け る 各 画 素 の 輝 度 は 4倍 に 増 幅 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 イ メ ー ジ イ ン テ ン シ フ ァ イ ア を 用 い る こ と な く 、
UV発 光 時 に CCD111上 に 投 影 さ れ た 像 、 す な わ ち 蛍 光 画 像 の 各 画 素 の 輝 度 が 4倍 に 増 幅 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 2× 2の 格 子 状 に 配 列 さ れ た 単 位 セ ル 上 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に
相 当 す る 電 位 差 を 用 い て 1画 素 分 の 輝 度 と し 、 １ 画 素 の 輝 度 を ４ 倍 に 増 幅 し て い る が 、 本
発 明 は 上 記 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 6に お い て 一 定 間 隔 お き に Φ Vの
パ ル ス が 3回 連 続 し て 入 力 さ れ る よ う に し 、 図 ７ に お い て リ セ ッ ト パ ル ス の そ れ ぞ れ は Φ H
の パ ル ス の そ れ ぞ れ と 同 期 し て 入 力 さ れ る 用 に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 1× 3の 格 子 状 に 配
列 さ れ た 単 位 セ ル 上 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に 相 当 す る 電 位 差 を 用 い て 1画 素 分 の 輝 度 と す る こ
と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の 場 合 に 於 い て は １ 画 素 の 輝 度 は 3倍 に 増 幅 さ れ る 。 す な わ ち
、 本 発 明 に よ れ ば 、 任 意 の 大 き さ の 格 子 状 に 配 列 さ れ た 単 位 セ ル 上 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に 相
当 す る 電 位 差 を 用 い て 1画 素 分 の 輝 度 と す る こ と が で き 、 1画 素 あ た り の 輝 度 の 増 幅 率 を 任
意 の 値 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の CCDユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て 、 各 種 制 御 信 号 の 変 移 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 図 3に お け る R発 光 の 次 の 遮 光 時 aの 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 図 4に お け る 時 間 a'の 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 3に お け る UV発 光 の 次 の 遮 光 時 dの 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 6に お け る 時 間 d'の 詳 細 な タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 イ ン タ ー ラ イ ン 型 CCDを 使 用 し た CCDユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 　 　 　 内 視 鏡 装 置
１ ０ ０ 　 　 　 電 子 内 視 鏡
１ ０ １ 　 　 　 対 物 光 学 系
１ ０ ２ 　 　 　 ラ イ ト ガ イ ド
１ ０ ４ 　 　 　 ド ラ イ バ 回 路
１ ０ ５ 　 　 　 CDS
１ １ ０ 　 　 　 CCDユ ニ ッ ト
１ １ １ 　 　 　 CCD
１ １ ２ 　 　 　 FDA
２ ０ ０ 　 　 　 電 子 内 視 鏡 用 プ ロ セ ッ サ
２ ０ １ 　 　 　 MPU
２ ０ ２ 　 　 　 光 源 ユ ニ ッ ト
２ ０ ３ 　 　 　 DSP
２ ０ ４ 　 　 　 メ モ リ
２ ０ ５ 　 　 　 A/Dコ ン バ ー タ
２ ０ ６ 　 　 　 D/Aコ ン バ ー タ
２ ０ ７ 　 　 　 ク ロ ッ ク 発 生 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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